
能
登
半
島
地
震
か
ら
１
カ
月

地
域
に
寄
り
添
い
活
動

６
市
町
で
対
口
支
援

復
旧
・
復
興
期
の
対
応
確
認

関西広域連合

損
保
鑑
定
で
会
員
派
遣

大
阪
府

建
築
士
会

石
川
な
ど
４
県
で
協
力
へ

中
百
舌
鳥
２
・
３
期
着
手

４
月
に
設
計
・
施
工
者
公
募

大阪公立大

上
部
工
２
件
公
告

栗
東
水
口
道
　

三
ツ
池
高
架
橋
な
ど
近畿整備局

現地と連絡密に情報共有
近畿整備局

テックフォース派遣　　延べ人以上

ＲＣ造は基礎、杭対策を
京大防災研調査報告　文教施設で地盤変状も

中
央
公
会
堂
で
卒
業
制
作
展

学
部
・
院
生
　

設
計
作
品
や
論
文
な
ど

大阪電通大
建 築 学 科

（１２）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　２月１日　（木曜日）

　
◆
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
藤
井
寺
水
道

セ
ン
タ


　

一
般
競
争


　
▽
配
水
管
布
設
替
工
事︵
青
山
２
工
区
︶

‖
１
月

日
①
２
月
１
日
②
２
月

日
③

水
道
施
設
工
事
の
認
定
を
受
け
て
い
る
単

体
ま
た
は
組
合
④
大
阪
府
藤
井
寺
市
青
山

１
⑤
配
水
管
敷
設
工
・
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク
タ
イ

ル
鋳
鉄
管
︵
φ
１
５
０
︶
２
２
５
ｍ

同

︵
φ
１
０
０
︶
ｍ
同︵
φ

︶
ｍ


ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
︵
φ

︶

ｍ

給
水

管
敷
設
替
え
工

地
下
式
単
口
消
火
栓
３

基

路
面
復
旧
工
⑥

月

日
⑦
６
２
０

０
万
円
⑧
条
件
付
き

最
低
制
限
価
格
の

事
後
公
表

課
題
を
共
有
し
前
進

大
林
組
大
阪
林
友
会

　
大
林
組
大
阪
林
友
会
︵
山
本

正
憲
会
長
︶
は
１
月

日

大

阪
市
天
王
寺
区
の
シ

ラ
ト
ン

都
ホ
テ
ル
大
阪
で
﹁
２
０
２
４

年
大
林
組
大
阪
林
友
会
賀
詞
交

歓
会
﹂
を
開
い
た

大
林
組
の

役
員
・
理
事
や
会
員
企
業
の
代

表
者
ら
計
３
５
０
人
が
参
加

し
１
年
の
始
ま
り
を
祝

た


　
冒
頭

山
本
会
長
は
﹁
来
年

１
２
０
周
年
を
迎
え
る
林
友
会

は

安
全
に
妥
協
す
る
こ
と
な

く
指
差
呼
称
で
安
全
確
認
す
る

こ
と
を
徹
底
し

本
年
は
死
亡

災
害
ゼ
ロ

重
篤
災
害
ゼ
ロ


重
大
災
害
ゼ
ロ
を
目
標
に
頑
張


て
い
く

担
い
手
確
保
な
ど

課
題
は
山
積
し
て
い
る
が

会

員
一
同
で
課
題
を
共
有
し

一

歩
一
歩
進
ん
で
い
き
た
い

安

全
第
一
で
良
い
品
質
の
も
の
を

工
期
内
に
納
め
る
こ
と
を
大
前

提
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
サ
プ

ラ
イ
チ


ン
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
く
﹂
と
あ
い
さ

つ
し
た
‖
写
真


　
大
林
組
の
蓮
輪
賢
治
社
長
は

﹁
当
社
は
１
８
９
２
年
に
創
業

し
て
以
来

１
９
０
６
年
に
設

立
さ
れ
た
林
友
会
の
皆
さ
ん
と

と
も
に

も
の
づ
く
り
に
誠
実

に
取
り
組
み

社
会
の
発
展
に

貢
献
し
共
に
成
長
し
て
き
た


今
後
も
共
に
成
長
し
続
け
て
い

く
た
め
に
は

こ
れ
ま
で
以
上

に
皆
さ
ん
と
当
社
グ
ル

プ
の

連
携
が
必
要
と
な
る

将
来
に

向
け
共
に
歩
ん
で
い

て
ほ
し

い
﹂
と
話
し
た


　
今
年
の
新
入
会
員
や
大
林
組

の
新
役
員
・
新
理
事
が
紹
介
さ

れ
た
後

参
加
者
ら
は
村
田
俊

彦
大
林
組
取
締
役
兼
副
社
長
執

行
役
員
大
阪
本
店
長
の
発
声
で

献
杯

和
や
か
に
歓
談
し
新
年

の
門
出
を
祝

た
ほ
か

会
場

で
は
能
登
半
島
地
震
の
被
災
者

を
支
援
す
る
災
害
義
援
金
の
募

金
活
動
も
行
わ
れ
た


　
１
月
１
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し

近
畿
地
方
整
備
局
や
近
畿
２
府
４
県
の
自
治
体

な
ど
が
被
災
自
治
体
の
支
援
を
続
け
て
い
る

近
畿
整
備
局
は
テ

ク
フ


ス
︵
緊
急
災

害
対
策
派
遣
隊
︶
を
延
べ
１
２
０
０
人
以
上
派
遣
し

被
害
調
査
に
当
た
る

関
西
広
域
連

合
は
石
川
県
庁
に
災
害
対
策
支
援
本
部
を
設
置
し

﹁
対
口
︵
た
い
こ
う
︶
支
援
﹂
方
式
で

輪
島
市
や
珠
洲
市
な
ど
６
市
町
を
支
援

京
都
大
学
防
災
研
究
所
は
災
害
調
査
結
果
を
随
時

報
告
し
て
い
る

現
在
進
行
形
で
活
動
を
続
け
る
各
機
関
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る


　
大
阪
府
建
築
士
会
︵
岡
本
森

廣
会
長
︶
は
能
登
半
島
地
震
の

被
災
者
支
援
で

損
害
保
険
会

社
か
ら
の
派
遣
要
請
を
受
け


１
月

日
か
ら
石
川
県
に
会
員

建
築
士
１
人
を
派
遣
し
て
い

る

地
震
や
風
水
害
を
カ
バ


す
る
保
険
に
加
入
し
て
い
る
建

築
物
の
損
害
状
況
を
鑑
定
す

る

今
月
中
は
現
地
で
活
動
す

る
予
定
で


日
以
降
は
同
鑑

定
を
行
う
建
築
士
を
石
川
県
だ

け
で
な
く

富
山
・
新
潟
・
福

井
の
４
県
に
延
べ
５
人
程
度
送

り
込
む
見
通
し
だ


　
住
宅
な
ど
の
所
有
者
は

地

震
や
風
水
害
も
対
象
と
す
る
保

険
に
加
入
し
て
い
る
建
築
物
に

被
害
が
生
じ
た
場
合

契
約
損

害
保
険
会
社
に
保
険
金
支
払
い

を
請
求
す
る

損
害
保
険
会
社

は
損
害
保
険
鑑
定
人
に
鑑
定
を

依
頼
し

技
術
的
な
判
断
に
つ

い
て
建
築
士
が
協
力
す
る
ケ


ス
が
あ
る


　
同
建
築
士
会
は

２
０
２
２

年
に
損
害
保
険
鑑
定
事
務
所
で

つ
く
る
日
本
損
害
鑑
定
協
会
と

災
害
査
定
業
務
で
基
本
提
携
を

取
り
交
わ
し
た

大
規
模
災
害

で
被
災
し
た
保
険
加
入
建
築
物

の
損
害
鑑
定
調
査
を
迅
速
化

し

再
建
を
後
押
し
す
る
た
め

だ

こ
れ
ま
で
損
害
保
険
鑑
定

人
と
建
築
士
の
連
携
が
円
滑
に

行
わ
れ
て
お
ら
ず

保
険
金
の

支
払
い
に
時
間
が
か
か
り
再
建

が
遅
れ
る
ケ

ス
が
少
な
く
な

か

た
と
い
う


リ
エ
ゾ
ン
派
遣

災
害

関
連
死
の
防
止
に
努
め
る

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ


　
ひ

う
ご
震
災
記
念

世
紀

研
究
機
構
が
運
営
す
る
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ

︵
神
戸
市
中

央
区
河
田
惠
昭
セ
ン
タ

長
︶

は

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

に
リ
エ
ゾ
ン
︵
現
地
情
報
連
絡

員
︶
を
派
遣
し

支
援
活
動
を

展
開
し
て
い
る


　
発
災
後
の
１
月
２


日
に

第
１

３
隊
の
研
究
員
６
人
を

先
遣
隊
と
し
て
派
遣

石
川
県

災
害
対
策
本
部
で
情
報
共
有
を

行
い

穴
水
町
と
七
尾
市

能

登
町

輪
島
市
で
被
災
状
況
の

把
握
や
情
報
収
集
活
動
な
ど
を

実
施
し
た


　
同

日
か
ら
順
次

１
隊
２

人
ず
つ
の
支
援
隊
を
能
登
町
と

石
川
県
庁
に
派
遣

国
や
自
治

体

民
間
団
体
の
支
援
部
隊
と

と
も
に

能
登
町
災
害
対
策
本

部
の
運
営
を
支
援

関
係
機
関

で
連
携
し
避
難
所
の
状
況
を
詳

細
に
把
握
し

災
害
関
連
死
の

防
止
に
努
め
て
い
る


　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ

か

ら
後
方
支
援
を
受
け
な
が
ら
１

月

日
現
在

第
８
隊
が
現
地

で
活
動
を
継
続
し
て
い
る


成宮統括防災官

珠洲市で活動する市町道調査班
（近畿整備局提供）

　
近
畿
２
府
４
県
と
鳥
取

徳

島
両
県

京
都
や
大
阪
な
ど
４

政
令
市
で
つ
く
る
関
西
広
域
連

合
︵
連
合
長
・
三
日
月
大
造
滋

賀
県
知
事
︶
で
は

地
震
が
発

生
し
た
１
月
１
日
に
対
策
準
備

室
を
設
置
し

同
２
日
に
情
報

連
絡
員
２
人
を
石
川
県
庁
に
派

遣
し
た

同
日
午
後
１
時
に
は

県
庁
内
に
災
害
対
策
支
援
本
部

を
立
ち
上
げ

府
県
市
か
ら
支

援
物
資
の
配
送
を
始
め
た


　
本
部
会
議
の
初
会
合
は
同
４

日
午
前

時
に
開
き

現
地
支

援
本
部
の
設
置
や
自
治
体
同
士

を
ペ
ア
リ
ン
グ
す
る
﹁
対
口

︵
た
い
こ
う
︶
支
援
﹂
︵
カ
ウ

ン
タ

パ

ト
支
援
︶
方
式
を

採
用
し

甚
大
な
被
害
を
受
け

た
輪
島
市
や
珠
洲
市
志
賀
町


穴
水
町
な
ど
６
市
町
へ
の
支
援

を
決
め
た


　
関
西
広
域
連
合
で
は
１
月


日
現
在

一
般
行
政
職
員
を
延

べ
１
１
８
５
人

応
急
危
険
度

判
定
士
を
延
べ
２
６
９
人

消

防
隊
員
を
延
べ
５
５
７
２
人
な

ど

専
門
職
を
含
め
て
延
べ
８

１
２
７
人
を
現
地
に
派
遣
し

た

食
料
や
飲
料
水

毛
布


ブ
ル

シ

ト

簡
易
ト
イ
レ

な
ど
物
資
も
支
援
し
た


　
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
に
向
け
た

支
援
も
展
開
し
て
い
る

兵
庫

県
や
鳥
取
県

大
阪
市

神
戸

市
は
水
道
施
設
の
早
期
復
旧
に

向
け

技
術
職
員
を
派
遣

下

水
道
施
設
も
甚
大
な
被
害
を
受

け
て
お
り

滋
賀

福
井

三

重
の
各
県
と
京
都

神
戸

堺

の
各
市
が
被
害
状
況
調
査
や
復

旧
に
向
け
た
調
査
に
当
た
る
職

員
を
送

た

し
尿
処
理
や
災

害
廃
棄
物
対
策
の
支
援
も
実
施

し
て
い
る


　
同

日
に
開
い
た
本
部
会
議

の
第
２
回
会
合
で
は

応
急
期

や
復
旧
・
復
興
期
に
備
え
た
被

災
地
支
援
の
方
向
性
な
ど
を
確

認
し
た


　
応
急
期
の
対
策
と
し
て
避
難

所
対
応
を
中
心
と
し
た
支
援
を

継
続
し

避
難
所
巡
回
チ

ム

や
ト
イ
レ
カ

の
派
遣

キ


チ
ン
カ

で
の
炊
き
出
し
な
ど

被
災
者
の
ニ

ズ
に
応
じ
た
支

援
に
取
り
組
む

行
政
機
関
へ

の
支
援
で
は
石
川
県
庁
に
設
置

し
た
現
地
支
援
本
部
や
現
地
連

絡
所
を
通
じ
て
ニ

ズ
を
把
握

し

イ
ン
フ
ラ
の
応
急
復
旧
に

向
け
た
技
術
職
員
の
派
遣
や
家

屋
被
害
認
定
調
査
な
ど
を
続
け

る


　
復
旧
・
復
興
期
の
対
策
と
し

て
は

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や

東
日
本
大
震
災
で
の
経
験
や
知

見
を
共
有
し

フ


ズ
に
応

じ
た
支
援
を
実
施

道
路
や
港

湾
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
本
復
旧
や

応
急
仮
設
住
宅
の
整
備

文
化

財
の
修
繕

復
興
本
部
の
設
置

な
ど
幅
広
い
支
援
を
展
開
し
て

い
く


　
近
畿
地
方
整
備
局
は

日


﹁
栗
東
水
口
道
路
三
ツ
池
高
架

橋
鋼
上
部
工
事
﹂
﹁
大
野
油
坂

道
路
新
多
母
谷
橋
上
部
工
事
﹂

の
２
件
の
一
般
競
争
入
札
を
公

告
し
た

申
請
書
と
資
料
の
提

出
は
７
日
ま
で
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
で
受
け
付
け
る

４
月


日
に
開
札
す
る


　
栗
東
水
口
道
路
三
ツ
池
高
架

橋
鋼
上
部
の
参
加
資
格
は

鋼

橋
上
部
工
事
の
認
定
を
受
け
て

い
る
者

道
路
橋
︵
Ａ
活
荷
重

ま
た
は
Ｔ
Ｌ
｜

以
上
︶
ま
た

は
鉄
道
橋
︵
モ
ノ
レ

ル
と
新

交
通
は
除
く
︶
で

橋
梁
形
式

が
鈑
桁
橋
と
単
純
箱
桁
橋
を
除

く
鋼
橋
︵
鋼
床
版
鈑
桁
橋
と
単

純
鋼
床
版
箱
桁
橋
は
実
績
と
し

て
よ
い
︶
の
施
工
実
績
を
有
す

る
こ
と
な
ど


　
工
事
概
要
は

延
長




鋼
２
径
間
連
続
合
成
箱
桁
橋

︵
支
間
長


︶
橋
長




鋼
橋
上
部
の
工
場
製
作
工

鋼

橋
架
設
工︵
ク
レ

ン
架
設
︶

橋
梁
現
場
塗
装
工

床
版
工


橋
梁
付
属
物
工
橋
台
工
な
ど


工
事
場
所
は
滋
賀
県
栗
東
市
小

野
地
先


　
大
野
油
坂
道
路
新
多
母
谷
橋

上
部
の
参
加
資
格
は

プ
レ
ス

ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ

ト
︵
Ｐ

Ｃ
︶
工
事
の
認
定
を
受
け
て
い

る
者

道
路
橋
︵
Ａ
活
荷
重
ま

た
は
Ｔ
Ｌ
｜

以
上
︶
ま
た
は

鉄
道
橋
︵
モ
ノ
レ

ル
と
新
交

通
は
除
く
︶
の
橋
梁
形
式
が


床
版
橋
を
除
く
Ｐ
Ｃ
橋
︵
Ｐ
Ｒ

Ｃ
造
含
む
︶
で

架
設
工
法
が

ト
ラ

ク
ク
レ

ン
工
法

ト

ラ

ク
ク
レ

ン
ス
テ

ジ
ン

グ
工
法
︵
ク
ロ

ラ

ク
レ


ン
を
含
む
︶
以
外
の
工
事
実
績

を
有
す
る
こ
と
な
ど


　
内
容
は
工
事
延
長



Ｐ

Ｃ
２
径
間
連
結
コ
ン
ポ
桁
橋

︵
最
大
支
間
長


︶
橋
長



Ｐ
Ｃ
橋
上
部
の
桁
製
作
工


架
設
桁
架
設
工

橋
梁
付
属
物

工
︵
壁
高
欄
な
ど
︶

コ
ン
ク

リ

ト
橋
足
場
等
設
置
工

橋

台
工

仮
設
工

工
事
場
所
は

福
井
県
大
野
市
上
半
原
地
先


　
工
期
は
い
ず
れ
も
２
０
２
５

年
６
月

日
ま
で
に
落
札
者
が

設
定

総
合
評
価
は
施
工
能
力

評
価
型
・
Ⅰ
型
で

施
工
能
力

な
ど
に

点

施
工
体
制
に


点

賃
上
げ
実
施
企
業
に
対
し

て
は
３
点
加
点
す
る


　
◆
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
東
部
水
道
事

業
所

　

一
般
競
争


　
▽
四
條
畷
ポ
ン
プ
場
受
水
非
常
弁
改
良

工
事
‖
１
月

日
①
２
月
１
日
②
２
月


日
③
機
械
器
具
設
置
工
事
ま
た
は
水
道
施

設
工
事
の
総
合
点
数
が
７
０
０
点
以
上
の

単
体
で

当
該
設
備
の
据
え
付
け

試
運

転
調
整
な
ど
の
現
地
施
工
が
可
能
な
こ
と

な
ど
④
大
阪
府
四
條
畷
市
美
田
町
６
の
１

⑤
機
器
類
の
製
作

電
動
ゴ
ム
シ

ト
型

バ
タ
フ
ラ
イ
弁︵
φ
１
２
０
０
㎜
︶１
台


操
作
軸
と
継
ぎ
手
類

機
器
据
え
付
け
工

事
配
管
工
事
付
帯
工
事
撤
去
工
事


試
験
調
整
⑥
２
０
２
５
年
２
月

日
⑦
３

６
４
６
万
円
⑧
条
件
付
き

最
低
制
限
価

格
の
事
後
公
表

吹
田
市
吹
一
地
区

公
民
館
設
計
を
公
告

　
大
阪
府
吹
田
市
は

﹁
吹
田

市
吹
一
地
区
公
民
館
及
び
吹
田

市
吹
一
地
区
高
齢
者
い
こ
い
の

間
建
設
工
事
設
計
業
務
﹂
の
制

限
付
き
一
般
競
争
入
札
を
公
告

し
た

入
札
参
加
資
格
確
認
申

請
は

日
ま
で
受
け
付
け
る


入
札
書
は



日
に
受
け
付

け


日
に
開
札
す
る


　
予
定
価
格
は
２
６
７
４
万
円

︵
税
抜
き
︶


　
参
加
資
格
は

市
の
入
札
参

加
有
資
格
者
名
簿
︵
設
計
監
理

・
地
質
調
査
・
測
量
等
業
務
委

託
部
門
︶
に
市
内
・
準
市
内
事

業
者
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る

１
級
建
築
士
事
務
所

２
０
１

３
年
度
以
降
に
▽
国

地
方
自

治
体
な
ど
が
発
注
し
た
延
べ
３

５
３
平
方

以
上
の
建
築
物
の

新
築
ま
た
は
増
築
工
事
の
実
施

設
計
▽
用
途
・
構
造
︵
木
造
に

限
る
︶
が
同
種
で
延
べ
３
５
３

平
方

以
上
の
建
築
物
の
新
築

工
事
ま
た
は
増
築
工
事
の
実
施

設
計

の
元
請
履
行
実
績
が
あ

る
こ
と
な
ど


　
業
務
内
容
は

Ｗ
造
２
階
建

て
延
べ
４
７
０
平
方

︵
う
ち

公
民
館
３
８
５
平
方


高
齢

者
い
こ
い
の
間

平
方

︶
の

基
本
・
実
施
設
計


　
場
所
は
内
本
町
２
の
２
９
０

５
の
１

履
行
期
限
は

年
３

月

日


　
近
畿
整
備
局
は
能
登

半
島
地
震
発
生
後

直

ち
に
警
戒
体
制
に
入

り

災
害
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
た

管
内
で

は
福
井
県
か
ら
兵
庫
県

北
部
に
か
け
て
の
日
本

海
沿
岸
に
津
波
警
報
が

発
表
さ
れ

防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
﹁
き
ん
き
号
﹂

で
港
湾
や
海
岸
な
ど
同

局
が
管
理
す
る
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
被
害
状
況
を

確
認
し
た

そ
の
後


北
陸
地
方
へ
の
支
援
に

移
行
し

第
１
弾
と
し

て
給
水
車
２
台
を
被
災
地
に
送


た
テ

ク
フ


ス
の
派

遣
人
数
は
延
べ
１
２
０
０
人
以

上
に
上

て
い
る
同
局
の
成

宮
文
彦
統
括
防
災
官
は﹁
現
地

の
隊
員
と
日
々
連
絡
を
取
り
な

が
ら
情
報
共
有
し
被
害
調
査

を
支
援
し
て
い
る
本
局
も
し


か
り
バ

ク
ア

プ
し
て
い

る
﹂と
話
す


　
給
水
班
に
続
き

１
月
５
日

に
港
湾
班

同
６
日
に
先
遣
班

を
派
遣
し

同
７
日
に
は
市
町

道
調
査
班
６
班

人

砂
防
班

５
班

人
が
現
地
に
向
か


た

同
９
日
に
は
営
繕
班
と
高

度
技
術
指
導
班
︵
水
道
︶

応

急
対
策
班
を
派
遣

応
急
対
策

班
は
災
害
対
策
本
部
車
２
台
を

珠
洲
市
と
輪
島
市
に
送

た


成
宮
統
括
防
災
官
は
﹁
金
沢
と

富
山
を
活
動
拠
点
に
動
い
て
い

る
が

移
動
に
５
時
間
か
か


た

災
害
対
策
本
部
車
は
打
ち

合
わ
せ
や
休
憩
場
所
に
活
用
し

て
い
る
﹂
と
言
う


　
高
度
技
術
指
導
班
は
日
本
水

道
協
会
︵
日
水
協
︶
と
連
携
し

な
が
ら
被
災
自
治
体
を
支
援
し

て
い
る

近
畿
整
備
局
は
石
川

県
穴
水
町
に
派
遣
し
て
お
り


日
水
協
経
由
で
現
地
に
送
り
込

ま
れ
て
い
る
神
戸
市
水
道
局
の

職
員
と
共
に
活
動
し
て
い
る


応
急
危
険
度
判
定
を
行
う
営
繕

支
援
班
は
珠
洲
市
で
活
動
し

た


　
災
害
対
策
用
機
械
の
派
遣
も

続
け
て
い
る
１
月

日
に
移

動
型
衛
星
通
信
設
備
車
両﹁
Ｃ

ａ
ｒ

Ｓ
Ａ
Ｔ
﹂同

日
に
き

ん
き
号
を
そ
れ
ぞ
れ
北
陸
整
備

局
に
派
遣
同

日
に
は
電
源

供
給
の
た
め
照
明
車
を
輪
島

市
に

台
珠
洲
市
に
５
台
送

り

日
か
ら
活
動
を
始
め
た


　
日
本
建
設
業
連
合
会
︵
日
建

連
︶
に
は
タ
ン
ク
ロ

リ

の

派
遣
を
依
頼
し
た

成
宮
統
括

防
災
官
は
﹁
長
期
停
電
し
て
い

る
避
難
所
が
あ
り

照
明
車
は

照
明
だ
け
で
な
く

電
源
と
し

て
使
え
る
よ
う
に
支
援
し
て
い

る

分
電
盤
に
つ
な
ぐ
た
め
に

電
気
工
事
の
関
係
者
も
同
行
し

た

タ
ン
ク
ロ

リ

は
燃
料

補
給
に
活
用
し
て
い
る
﹂
と
説

明
す
る


　
現
在
も
給
水
先
遣
道
路


砂
防
河
川
高
度
技
術
指
導


電
源
支
援
の
各
班
が
活
動
を
続

け
て
い
る

特
に
道
路
班
は
６

班
体
制
で
被
害
調
査
に
当
た


て
い
る

帰
還
し
た
隊
員
か
ら

は
﹁
交
通
事
情
や
天
候
が
悪
い

中
で

工
夫
し
な
が
ら
活
動
を

続
け
て
い
る
﹂
と
報
告
を
受
け

て
お
り

近
畿
整
備
局
で
は
先

発
隊
か
ら
の
情
報
を
基
に
改
善

す
る
な
ど

バ

ク
ア

プ
し

な
が
ら
現
地
の
活
動
を
支
援
し

て
い
る


　
地
震
発
生
か
ら
１
カ
月
が
経

過
す
る
が

成
宮
統
括
防
災
官

は
﹁
現
地
に
は
大
変
な
思
い
を

し
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い

る

引
き
続
き
地
域
に
寄
り
添

い
な
が
ら
活
動
を
展
開
す
る
﹂

と
決
意
を
述
べ
る
と
と
も
に


隊
員
に
は
﹁
安
全
と
健
康
を
第

一
に
活
動
し
て
ほ
し
い
﹂
と
呼

び
掛
け
る


　
大
阪
公
立
大
学
は

中
百
舌

鳥
キ

ン
パ
ス
︵
堺
市
中
区
学

園
町
１
の
１
︶の
整
備
事
業
で


３
月
に
完
了
す
る
工
学
系
学
舎

整
備
に
続
く

第
２
期
・
第
３

期
整
備
事
業
に
着
手
す
る

同

プ
ロ
ジ

ク
ト
の
設
計
・
施
工

・
工
事
監
理
・
教
育
環
境
整
備

な
ど
を
担
う
事
業
者
を
決
め
る

公
募
型
プ
ロ
ポ

ザ
ル
を
４
月

に
公
告
す
る
の
に
先
立
ち

１

月

日
に
事
業
概
要
案
な
ど
を

公
表

第
２
期
で
大
学
施
設
の

改
修
を
行
う
と
と
も
に

同
大

学
工
業
高
等
専
門
学
校
︵
大
阪

府
寝
屋
川
市
︶
の
移
転
・
新
築

・
中
百
舌
鳥
の
既
存
施
設
改
修

を
計
画

第
３
期
で
大
学
施
設

新
築
・
改
修
を
予
定
す
る

工

期
は
２
０
２
８
年
３
月
ま
で


　
第
２
期
・
第
３
期
の
プ
ロ
ジ


ク
ト
を
進
め
る
﹁
大
阪
公
立

大
学
中
百
舌
鳥
キ

ン
パ
ス
整

備
事
業
﹂に
参
加
で
き
る
の
は


単
体
企
業
と
２

３
者
で
構
成

す
る
Ｊ
Ｖ

単
体
企
業
と
移
転

業
務
企
業
の
グ
ル

プ

Ｊ
Ｖ

と
移
転
業
務
企
業
の
グ
ル


プ

設
計
企
業
・
施
工
企
業
・

移
転
業
務
企
業
で
つ
く
る
グ
ル


プ


　
単
体
企
業
と
Ｊ
Ｖ
企
業

施

工
企
業
は
大
阪
府
入
札
参
加
登

録
企
業
で

建
築
工
事
Ａ
Ａ
等

級

建
築
工
事
の
総
合
評
点
が

単
体
企
業
と
Ｊ
Ｖ
代
表
者

施

工
企
業
は
１
６
０
０
点
以
上


Ｊ
Ｖ
代
表
者
以
外
は
１
２
０
０

点
以
上

設
計
企
業
は
大
阪
府

入
札
参
加
資
格
の
建
築
設
計
・

監
理
︵
１
級
︶
認
定
企
業

単

体
企
業
と
Ｊ
Ｖ
代
表
者

施
工

企
業

設
計
企
業
は

年
度
以

降
に
総
延
べ
床
面
積
１
万
平
方


以
上
の
理
系
棟
の
実
績
な
ど

が
求
め
ら
れ
る


　
第
２
期
で
は
大
学
の
Ｂ
４
棟

︵
延
べ
２
１
４
１
平
方

︶
な

ど
３
棟
︵
総
延
べ
３
０
４
２
平

方

︶
を
改
修

移
転
す
る
工

業
高
等
専
門
学
校
の
柔
剣
道
場

体
育
館
棟
︵
延
べ
２
２
４
０
平

方

︶
な
ど
６
棟
︵
総
延
べ
３

７
８
５
平
方

︶
を
新
築
し


Ｂ
３
棟
︵
延
べ
１
万
３
３
３
４

平
方

︶
や
新
セ
ン
タ

棟

︵
同
１
６
１
６
平
方

︶
な
ど

４
棟
︵
総
延
べ
１
万
５
７
９
３

平
方

︶
を
改
修
す
る


　
第
３
期
で
は

大
学
の
水
圏

環
境
・
循
環
棟
︵
延
べ
２
４
８

３
平
方

︶
と

構
造
材
料
棟

︵
同
１
５
８
４
平
方

︶

風

洞
実
験
棟︵
同
２
５
２
平
方

︶

を
新
築
し

Ａ

棟
︵
同
４
７

７
３
平
方

︶
や
Ａ

棟
︵
同

３
８
４
２
平
方

︶

Ｃ

棟

︵
２
︶
︵
同
６
３
５
平
方

︶

を
改
修
す
る
予
定
だ


　
第
２
期
・
第
３
期
の
新
築
総

延
べ
面
積
は
８
１
０
４
平
方


で
す
べ
て
Ｓ
造

改
修
総
面
積

は
２
万
８
０
８
５
平
方

に
及

ぶ

第
２
期
の
工
期
は

年
度

前
半
か
ら

年
度
末
ま
で

第

３
期
は

年
度
中
頃
に
着
工



年
度
末
の
完
成
を
目
指
す


　
大
阪
電
気
通
信
大
学
の
工
学

部
建
築
学
科
と
大
学
院
工
学
研

究
科
建
築
学
コ

ス
の
合
同
卒

業
制
作
展
２
０
２
３
﹁
渦
﹂
が

１
月

日

大
阪
市
北
区
の
大

阪
市
中
央
公
会
堂
で
開
幕
し
た

‖
写
真

２
０
１
８
年
に
開
設

し
た
同
学
科
で
３
回
目
の
開
催

と
な
る

３
期
生
の
４
年
生


人
と

大
学
院
２
年
生

人
が

集
大
成
と
な
る
設
計
作
品
と
論

文
を
出
展

街
づ
く
り
や
Ｂ
Ｉ

Ｍ

構
造
な
ど

多
岐
に
わ
た

る
設
計
作
品
や
論
文
な
ど
が
並

べ
ら
れ
て
い
る

会
期
は
２
日

ま
で


　
会
場
に
は
１

３
年
生
の
選

抜
作
品
や
課
外
活
動
の
成
果
を

紹
介
す
る
コ

ナ

も
設
置


４
月
に
同
学
科
が
建
築
・
空
間

デ
ザ
イ
ン
学
部
に
改
組
す
る
こ

と
か
ら

空
間
デ
ザ
イ
ン
専
攻

で
着
任
予
定
の
教
員
に
よ
る
作

品
を
展
示
す
る

工
学
部
電
子

機
械
工
学
科
や
総
合
情
報
学
部

デ
ジ
タ
ル
ゲ

ム
学
科
な
ど


多
分
野
の
学
科
に
よ
る
全
国
大

会
出
場
作
品
も
紹
介
し
て
い

る


　
建
築
学
科
の
学
生
ら
は
﹁
人

と
環
境
に
配
慮
し
た
建
築
・
ま

ち
づ
く
り
﹂
に
携
わ
る
人
材
を

目
指
し

環
境
や
構
造

建
築

・
都
市
史
な
ど
の
分
野
を
知
識

を
学
ん
で
き
た

４
年
間
の
成

果
と
し
て

約

人
が
卒
業
設

計

約

人
が
卒
業
論
文
を
発

表
し
た


　

年
入
学
の
１
期
生
に
当
た

る
建
築
学
コ

ス
２
年
生
か
ら

５
人
が
設
計
作
品

７
人
が
論

文
を
発
表

北
澤
誠
男
准
教
授

は
﹁
ど
の
学
生
も
優
秀
に
成
長

し

就
職
先
の
内
定
を
堅
実
に

勝
ち
取

て
い
る
﹂
と
話
す


　
２
日
に
角
田
暁
治
京
都
工
芸

繊
維
大
学
教
授
と

日
本
設
計

の
伊
藤
仁
志
氏
を
ゲ
ス
ト
審
査

員
に
招
き

会
場
で
講
評
会
を

開
く

同
学
科
４
年
生
の
設
計

作
品
と
論
文
か
ら
最
優
秀
賞
を

１
点
ず
つ
選
出
す
る


医
療
施
設
の
被
害
状
況
︵
京
大

防
災
研
報
告
会
資
料
か
ら
︶

　京都大学防災研究所（京大防災研、
中北英一所長）の倉田真宏准教授は、
１月日に開催した能登半島地震に
関する報告会で、非木造建物の被害
と災害時重要施設・集客施設の機能
性について調査報告を行った。
　倉田准教授ら調査メンバーが１月
～日と同～日にかけて被災
地で行った現地調査によると、建物
の構造別の被害では地盤軟弱地域の

ＲＣ造構造物で不同沈下が発生。上
部構造だけでなく基礎、杭、地盤の
診断対策が課題だとした。Ｓ造につ
いては、加速度の増幅や沿岸部での
腐食による外壁落下が確認されてお
り、落下のない箇所も早急な点検が
必要だと指摘。
　用途別では、文教施設などは耐震
化の効果が大きい一方で、地盤変状
の影響があった。体育館や避難所に
ついては耐震特定天井の落下や非構
造部材被害が発生していることか
ら、「機能を維持できておらず対策
が必要だ」と指摘した。
　医療施設は広域断水の影響が大き
く建物の一部や設備の損傷も見ら
れ、急性期の機能性向上にＢＣＰ
（事業継続計画）の検証改善が必要
だとした。
　防災拠点施設全体では、ライフラ
イン対策を含めた機能維持性の向上
が大きな課題だと指摘した。

穴
水
町
で
漏
水
を
確
認
す
る
高
度

技
術
指
導
班︵
近
畿
整
備
局
提
供
︶

被
災
地
で
活
動
す
る
大
阪
市
消
防

局
の
隊
員
︵
大
阪
市
提
供
︶


